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ジニ係数とカイ酵係数  
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l．カイ際係数   

集団内のデータのもつ格差を表わす尺度として，よく用いられるものに，ジニ係数があるが，わ  

れわれは，類似の尺度として，カイ欝係数の使用をすすめたい。それは次のような意味をもつ。   

いまTを，正の億をとる連続的確率変数として．その密度関数をf（t），期待値をγとする。  

このとき，Tの分布のパレート曲線 y＝g（Ⅹ）は，tを媒介変数として，次式で表わすことが  

できるo  

x＝∫7f（t）dt・ 
y＝∫7tf（t）dt／v   

この曲線y＝g（Ⅹ）上にあって．均等額とよばれる直繚y＝Ⅹとのカイ髄が最大になる点．つ  

まりふくらみ最大の点P（Ⅹい yO）のことをカイ舵点とよぴ，d＝y。－Ⅹ。をカイ腱係数という   

蓑1は千葉県拍税務署管内での高額所得納税（1000万円以上）についてのデータから計雰した  

例である。この裏には納税金額をT（万円）として．  

†T≧1000〉，〈T≧2000〉．（T≧3000Iの人数およぴその分布のカイ靡係数，ならびに  

（5000＞T≧1000〉．（3000＞T≧1000〉 の人数およぴその分布のカイ厳係数  

が示されている。  

蓑1．拍税務署における納税者放とカイ舵係数  

項 目  1000万円以上  2000万円以上  3000万円以上  5000万円兼務  3000万円未   

平成  902   356   194   821   708  

3  

年   0．27l   0．254   0．186   0．169   

平成  638   210   93   605   545  

4  

年   0．242   0．233   0．183   0．134   

平成  417   106   404   376  

12  

年   0．220   0．213   0．169   0，132  

バブル崩壊前（平成3年分）と崩壊後（平成4年分）の1000万円以上について比べてみると．崩  

壊後は記載者数が激減し，カイ髄係数も′トさくなっている。しかし．平成12年分は，それよりもさ  

らに落ち込んでいる。経済活性化の遥遠しとみるぺきかもしれない。  

2． ジニ係数とカイ醗係数   

次の説明図は．平成14年8月10日の読売新開に掲載された記事である。  

説明図． 読売新聞に載った解説「ジニ係数」  

日本の世帯の所得格差が拡大している。総務省によると，所得分布  

のばらつきを表す「ジニ係数」という指標は，1999年に0．273となり．年  

々上昇する傾向が出ている。ジニ係数は．所得格差が′トさいほど0に近  
づき．格差が大きいほど1に近づく。ただ，所得格差は年齢が上がるl；  

つれて拡大する性質がある。ジニ係数の上昇は，日本社会の不平等の度  
合いが増していると言うより，「日本社会の高齢化が進んでいる影響j  

（総務省統計局）と見られる。  
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しかし・1999年にいきなり高齢化社会を迎えたわけではないので，この説明図にある，統計局  

の説明というのは納得できない。ただ・それはそれとして．ジニ係数が0．273になったということ  

に注目してみたい。ジニ係数MGはパレート図で一の，不平等度を表わす弓形の面積Sの2倍の  

備になるので・MG＝0・273は S＝0・1365ということと同じである。次に，この値はカイ離係  

数でいうと・どの程度になるかを調べてみよう。いま，所得納税金額の分布Tが次のような密度関  

数ー（t）をもつパレート分布に従うとしてみる。  
f＝＝＝∂t●－a‘＋＝   （t≧1）．   

このとき．Tの分布のパレート図での弓形の面積は  

S＝1／（2（2a－1）〉  
となり 

Ⅹ0＝（1－1／a）a， y。＝（1－1／a）a－1  

となるので・それを用いてカイ離係数d＝y。－Ⅹ。を算出することができる，  

いまの場合，S＝0．1365 なので，a＝2．3315となり  

d＝0．2068  

になる。この億は．感覚的には表1の平成12年（1000万円以上）での格差よりも．いくぷん低めと  

みることができようけ  

（注・上ではTがパレート分布にしたがうとしてdの値を求めたが，そうでなく，例えば対数  

正規分布にしたがうとしても，dは似たような備になると思われる。）   

なお．平成3年分～5年分の拍税務署での高額所得納税金額のデータについて，ジニ係数とカ  

イ離係数とを比べてみると蓑2のようになる。ただし蓑2のカイ離係数の推定値♂は．上で述べ  

たようど，Tがパレート分科こしたがうとして計算して求めた億である。  

蓑2．ジニ係数とカイ離係数の比較  

係数  平成3年分  平成4年分  平成5年分   

ジニ係数   0．417  0．3 5 6  0．3 91   

カイl  

田   
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